
巻頭言

4 月刊建設17−09

１．機は熟せり：インフラツーリズム
インフラツーリズムは、社会インフラを対象と

したツアー、イベント、企画を総称し、地方創生
の切り札であることは論を待たない。

社会インフラを構成する土木構造物は、元来見
る者を惹きつける要素を具備しており、既に、社
会見学や現場見学、インターンシップ、パネル展
など、全国津々浦々で展開していることからも分
かる。旅行会社による有料ツアーも盛んで、すこ
ぶる好評と聞いている。関係官庁/行政による社
会実験などの報告も受けている。

さて、ことほど左様に百花繚乱の如く隆盛を極
めるインフラツーリズムではあるが、本文では、
先ずはインフラツーリズムを再整理し、次なる戦
略と活動について報告させていただきたい。

２．インフラツーリズムを再整理すると
****ismと銘打つのであれば、主義・主張を持

つことになる（JournalとJournalismとは明らか
に違う）が、改めて下記のように整理したい。

インフラツアーInfrastructure Tour:
個々の現場見学、体験型ツアーなどの企画やイ

ベントを指す。就活生を対象としたone dayイン
ターンシップも含まれると考える。

インフラツーリズムInfrastructure Tourism:
エコツーリズムやグリーツーリズムなどの先進型

ツーリズムの一つで、社会インフラを対象とした
ツーリズム。土木観光学とも邦訳されるが、近年
多種多様な試みがなされ、観光学の域を出ている。

また、インフラツアーの分類と形態については、
表−１のような、国土交通省総合政策局による提
案（９分類）を示したい。

これは、地域毎に鋭意実践されているインフラ
ツアー（現場見学）の特徴や志向を吟味して、分
類したものであり、ツーリズムの体系化に繋げたい。

３．インフラツーリズム推進会議の設立
このような背景のもと、本年度当初からの準備

会議を経て、‘インフラツーリズム推進会議（以下、
「推進会議」という）’を設立した。東京都市大学、
国土交通省、ゼネコン、建コン、JTB関東など、
文字通り産官学の横断的な組織によるものである
（初年度は、小生が議長を務めます）。

発足に際して、取組み内容（アクティビティの
基本方針）として下記の３点を掲げた。

①�広報啓発：社会インフラと土木技術に関する
広報と啓発理解の促進に資すること

②�地域連携：社会インフラを活用した地域連携
を探り、その実践に資すること

③�人材育成：社会インフラと国土の守り手とな
る人材の育成に資すること

なお、推進会議の発足に至るまで、いくつかの
WebサイトやSNSにより情報発信しており、主
要なものを末尾に付したので参照いただきたい。
これまで、（事実上）数年の準備期間と試行期間
があったことを付記したい。

地方創生の特効薬：インフラツーリズム
−インフラツーリズム推進会議の始動−

表−１　インフラツアーの９つのテーマ分類
Ａ．「風物詩を彩る」編
Ｂ．「歴史的遺産」編
Ｃ．「年に一度だから楽しい」編
Ｄ．「観光名所」編
Ｅ．「アイディア勝負」編
Ｆ．「今が旬です！」編
Ｇ．「地域に根付くインフラ」編
Ｈ．「レアもの・秘境・再発見」編
Ｉ．「いっぱいお勉強」編
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４．推進会議の当面の活動
インフラツーリズム推進会議の初年度となる平

成29年度では、下記３点が進行中である。
⃝�インフラツーリズムPortal Site：国土交通省総

合政策局
本Webサイトは、「明日の日本を支える観光ビ

ジョン（議長：内閣総理大臣）」に呼応するもので、
国土交通省総合政策局により、昨年度から企画/公
開されているが、推進会議としても鋭意支援する。

ここでは、全国各地でのインフラツアーの実践
事例を現場見学と民間主催ツアーに分け地域毎に
紹介している。加えて、各地のインフラツアーを
パネル化し、現時点で104パネルを公開している。
⃝大学生観光まちづくりコンテスト2017

これは、大学生が地域の観光を通したまちづく
りプランを競い合うコンテストで、平成23年度
より毎年開催されている（主催：大学生観光まち
づくりコンテスト運営協議会）。毎年、全国の大
学生が参加し、ユニークな観光まちづくりが提案
され、コンテストを盛り上げている。

今年度、新たに「インフラツーリズムステージ」
を立ち上げ、当推進会議が協力団体として携わっ
ている。社会インフラを題材としたユニークな提
案や企画を楽しみにしている（インフラツーリズ
ムステージには、過去最高の54大学、98チーム
がエントリー）。
⃝ワークショップの開催（11月初旬の予定）

さらに、インフラツーリズム推進会議の正式な
キックオフとして、ワークショップの開催を決定
している。

すべてのセクターからの参加による情報交換と
意見交換を行うことにより新たな成果が得られる

ことを期待している。当日のメニューとしては、
大学生観光まちづくりコンテスト2017の優秀作
品のプレゼン、各地でのインフラツアーの実践事
例の報告、などを予定している。

５．インフラツーリズム2.0：次なるステップへ
さて、地方創生に資するインフラツーリズムに

は大きな期待が寄せられていることは間違いない。
インバウンド戦略として、観光立国として、実効
ある地方創生として、インフラツーリズムを推進
するのであれば、‘インフラツーリズム2.0’として
の発想と覚悟が必要である。
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【推進会議の基点となるWebサイト】
⑴インフラツーリズム（Portal Site）：国土交通省公式HP
　https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/

infratourism/

⑵土木ウォッチング：インフラ大図鑑/土木構造物写真集
（主宰：東京都市大学　吉川弘道）

　http://www.doboku-watching.com/

⑶大学生観光まちづくりコンテスト2017（主催：コンテ
スト運営協議会）：http://gaku-machi.jp/


